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市長室だより

◀
平
成
29
年
度
も
引
き
続

き
「
子
育
て
支
援
」
を
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

子育てを応援
　先日、子育てボランティア団体「キラ☆キッズ」の
活動を見学する機会がありました。同団体は５年前に
子育て中のお母さんたちが結成し、子育てにかかわる
情報交換や友達づくりの場として「キラカフェ」を開催
しておられます。この日は10数組の親子が参加してい
ました。
　社会構造の変化によって核家族化や地域関係の希
薄化が進み、出産・育児といった子育ては、特にお母
さんにとって大きな負担となっています。こういった場
があれば、育児の不安や悩みを共有し、先輩お母さん
からアドバイスを受けることで、気持ちも楽になれるで
しょう。参加しているお母さんたちの楽しそうな歓声が
とても印象的でした。
　このほど編成した平成 29年度予算では、「子育て支
援」を大きな柱の一つにしています。未来を担う子ど
もたちを安心して産み育てられる環境づくりを進めるこ
とは、若い世代の定住にもつながります。新年度からは、
誕生した赤ちゃんに記念品を贈ることにしています。些
細なことかもしれませんが、地域全体で出産・子育て
を応援する雰囲気づくりを目指し取り組むものです。ま
た、中学３年生までの医療費を無料とした乳幼児医療
費助成や各種予防接種の助成拡充などを引き続き支援
し、市民の皆様の子育てを強力にサポートしていきま
す。
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●

別 刷　市民カレンダー
４月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：市長施政方針

特集：今が最盛期

やすぎ いちご
安来の春のイベント

マンホールカード

たうんとぴっくす

食育レシピ、数字で見る安来

連載：健康の窓

連載：日本遺産、加納美術館

新着図書の紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

「おいシシカレー」
　第１回日本猪祭りで準グランプリに輝
いた安来のイノシシ肉が、市内の小中
学校13校の給食に使用されました。宇
賀荘小学校で出されたのは“ぼたんカ
レー”。６年生の祖田浩太郎くんは「く
さみもなく、かむとうまみが出てくる」
と絶賛。児童らはあっという間に平らげ
ていました。
撮影日／２月22日　場所／宇賀荘小学校

信
長

短
市

2017 月号4
も く じ
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市
の
ふ
る
さ
と
寄
附
の
返
礼
品
Ｐ

Ｒ
ペ
ー
ジ
を
手
掛
け
た
情
報
科
学
高

校
の
生
徒
が
「
楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校
甲
子

園
」
に
出
場
。
そ
の
様
子
や
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
な
ど
を
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
授
業
の
一
環
で
電
子
商
取

引
（
ｅ
コ
マ
ー
ス
）
を
受
講
。
こ
れ

を
活
用
し
な
が
ら
５
種
類
の
返
礼
品

の
Ｐ
Ｒ
ペ
ー
ジ
を
、
企
業
を
訪
問
す

る
な
ど
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
校
内

の
代
表
チ
ー
ム
が
同
甲
子
園
に
出
場

し
、
実
際
に
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
使
い
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
競
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
学
校
甲
子
園
の
出
場
報
告

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
で
は
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
「
山
陰
ま

ん
な
か
共
和
国
」
を
宣
言
。
こ
の
一

環
と
し
て
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

真
中
監
督
を
Ｐ
Ｒ
大
使
に
任
命
し
ま

し
た
（
任
期
：
３
月
31
日
ま
で
）。

　

沖
縄
県
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
行
っ
た

任
命
式
に
は
市
長
会
を
代
表
し
て
近

藤
市
長
が
、
あ
ら
エ
ッ
サ
く
ん
と
と

も
に
訪
問
。
監
督
に
委
任
状
と
５
市

の
特
産
品
を
手
渡
し
、
圏
域
の
良
さ

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要

請
し
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
メ
デ
ィ

ア
各
社
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国

に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
会
が
圏
域
を
Ｐ
Ｒ

　

一
般
社
団
法
人
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
（
森
山
健
一
会
長
）
か
ら
こ
の

ほ
ど
、
市
内
小
学
校
に
Si
セ
ン
サ
ー

ガ
ス
コ
ン
ロ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ロ
は
消
し
忘
れ
消
火
機
能
な

ど
を
備
え
た
安
全
性
に
優
れ
た
も

の
。
山
佐
（
４
台
）・
井
尻
（
５
台
）・

安
田
（
５
台
）
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
安
田
小
学
校
で
は
２
月

28
日
、
５
年
生
の
家
庭
科
の
調
理
実

習
で
早
速
使
用
。
児
童
の
皆
さ
ん
は

火
力
を
微
調
整
し
な
が
ら
「
家
族
と

の
団
ら
ん
用
の
お
菓
子
づ
く
り
」
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
寄
贈

赤
江
分
団
が
大
賞
を
受
賞

　

ま
ち
の
防
災
力
を
高
め
る
活
動
を

す
る
団
体
を
表
彰
す
る
「
防
災
ま
ち

づ
く
り
大
賞
」（
消
防
庁
主
催
）
を
、

市
消
防
団
赤
江
分
団
が
受
賞
し
ま
し

た
。
評
価
さ
れ
た
の
は
、
広
報
誌
に

よ
る
地
域
住
民
へ
の
防
災
の
啓
発
活

動
。
平
成
20
年
か
ら
年
３
～
４
回
発

行
し
て
い
る
広
報
誌
「
絆
」
は
現
在
、

第
31
号
を
数
え
ま
す
。

　

紙
面
に
は
操
法
大
会
の
様
子
や
団

員
紹
介
、
赤
江
地
区
な
ら
で
は
の
水

害
の
注
意
記
事
な
ど
を
掲
載
。
安
藤

直
樹
分
団
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
発
行

を
続
け
、
地
域
の
防
災
に
取
り
組
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▶分団長の安藤さ
ん。 広 報 誌 の 発 行
で、 地 域 の 消 防 団
への関心が高まり
ました。

▶
写
真
を
使
っ
て
市
長
に
報
告

す
る
情
報
科
学
高
校
の
皆
さ
ん
。

▶
新
コ
ン
ロ
を
早
速
使
い
ま
し
た
。

◀
ま
ん
な
か
が
ス
ワ
ロ
ー
ズ
真ま

中な
か

監
督
。
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●
高
齢
者
福
祉

・
新
た
に
組
織
す
る
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
医

療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅

医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
寝
た

き
り
な
ど
の
在
宅
高
齢
者
へ
の
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
伯
寿
の
郷

改
修
工
事
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉

・
地
域
の
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役

割
を
担
う
拠
点
と
し
て
、
総
合
的
な

相
談
業
務
を
実
施
す
る
「
安
来
市
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
で
近
藤
市
長
が
表

明
し
た
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
平
成
29

年
度
主
要
施
策
の
要
旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市議会

３月定例会

　市長施政方針

安来市基幹相談支援センター
　障がいのある人やその家族を支
援するための総合相談施設。４月
から安来地域活動支援センター「ス
テップ」（安来町）内に設置予定。
相談支援専門員・社会福祉専門職
など専門員を配置し、各関係機関や
障がい者等の相談を受け、解決の
ための情報提供や助言等を行いま
す。

保
健
・
医
療
・
福
祉

●
市
民
の
健
康
づ
く
り

・
地
域
医
療
に
関
心
を
持
つ
児
童
・

生
徒
を
増
や
す
た
め
、
地
域
医
療
教

育
推
進
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

・
医
療
従
事
者
の
市
内
就
職
・
定
着

を
図
る
た
め
、「
地
域
医
療
を
守
る

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
骨
髄
等
の
提
供
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
安
来
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
新
改
革
プ
ラ
ン
案
を
ま
と
め
た
市

立
病
院
は
、
経
営
改
革
を
確
実
に
実

行
し
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
継

続
し
、必
要
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉

・
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
や

そ
の
家
族
等
の
支
援
を
行
う
、
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
支
援
を
実
施
。

Ｙ　Ａ　Ｓ　Ｕ　Ｇ　Ｉ　　　　　　Ｃ　　Ｉ　　Ｔ　　Ｙ

新
庁
舎
を
基
点
に
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す在宅医療・介護連携支援センター

　医療と介護をつなぐ、『安来市在
宅医療支援センター』を安来市医師
会病院（伯太町安田）に設置する予
定です。医療・介護関係者からの相
談などに対応する窓口の運営、医
療・介護体制の確保、市民の皆さん
への在宅医療・介護に関する情報提
供などを行います。

将来にわたり地域で安心して暮らすために
4月に 2つの支援センターを設置予定です

近藤市長
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働
に
努
め
ま
す
。

・
市
内
の
均
衡
あ
る
発
展
と
図
書
館

機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
立
ひ

ろ
せ
図
書
館
の
整
備
に
向
け
整
備
基

本
設
計
を
策
定
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動

・
安
来
市
民
体
育
館
耐
震
改
修
工
事

の
設
計
お
よ
び
老
朽
化
し
た
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
改
修
工
事
な
ど
を
進
め
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
支
え
る
環
境
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
文
化
・
芸
術
活
動

・
安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ

ピ
ア
」
の
９
月
開
館
に
向
け
、
建
設
工

事
を
進
め
ま
す
。
開
館
後
は
、
歌
舞

伎
公
演
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計

画
し
、
市
民
が
文
化
芸
術
に
親
し
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
史
跡
富
田
城
跡

・
千せ

ん

畳じ
ょ
う

平ひ
ら

・
馬う
ま

乗の
り

馬ば

場ば

地
区
の
石
垣
・

曲
輪
の
視
界
を
遮
る
樹
木
の
伐
採
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
持
た
せ
る
た
め

の
歴
史
資
料
館
改
修
工
事
な
ど
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
や
観

光
案
内
業
務
の
充
実
を
図
り
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
・
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
は
も
と
よ
り
観
光
資
源
と
し
て
誘

客
を
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
教
育

・
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
平

成
29
年
度
に
完
了
さ
せ
ま
す
。

●
生
涯
学
習

・「
結
集
！
し
ま
ね
の
子
育
て
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
と
し
て
、

学
校
支
援
活
動
、放
課
後
支
援
活
動
、

家
庭
教
育
支
援
、
人
材
養
成
講
座
な

ど
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全

体
で
育
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
学

校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
の
連
携
・
協

防
災
・
防
犯

●
消
防
・
防
災
対
策

・
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
、
小

型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
導
入
。

・
山
佐
分
団
消
防
拠
点
施
設
の
建
設
・

防
火
水
槽
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
原
子
力
防
災
対
策

・
中
国
電
力
と
「
島
根
原
子
力
発
電

所
に
か
か
る
出
雲
市
民
、
安
来
市
民

及
び
雲
南
市
民
の
安
全
確
保
等
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
立
地
自
治
体
並
み
の
安
全
協

定
の
締
結
を
目
指
し
ま
す
。

・
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、

万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
際
に
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
・
文
化

●
子
育
て
支
援

・
赤
江
保
育
所
を
民
間
法
人
に
譲
渡

し
、
譲
渡
先
法
人
が
行
う
「
あ
か
え

こ
ど
も
園
」
の
改
修
事
業
に
対
し
助

成
し
ま
す
。

・
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
。

・
市
出
生
児
へ
記
念
品
贈
呈
し
ま
す
。

・
中
学
３
年
生
ま
で
乳
幼
児
医
療
費

無
料
化
に
拡
充
し
た
助
成
を
継
続
。

Ｙ　Ａ　Ｓ　Ｕ　Ｇ　Ｉ　　　　　　Ｃ　　Ｉ　　Ｔ　　Ｙ

◀新しいひろせ図書館の整備に向け、基本設
計を始めます。写真は宇賀荘小学校の図書館
まつりの様子。

▲法改正により耐震不足と
なった市民体育館。平成 29 年
度に設計業務、その後、改修を
行います。

▼４月から出生児に対し、
市内木工事業所製作の
「フォトフレーム」を贈呈
します。

▲ 2 月に出雲市・雲南市とともに
中国電力と安全協定を締結。
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●
商
工
業
振
興

・
新
た
な
工
業
団
地
整
備
に
向
け
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
貸
工
場
の
建
設
、

企
業
等
の
新
設
・
増
設
へ
の
支
援
な

ど
に
よ
り
、
企
業
誘
致
や
雇
用
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ

・
新
規
事
業
や
技
術
・
商
品
開
発
、

販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
や
、
市
の
代

表
的
な
集
積
産
業
で
あ
る
特
殊
鋼
関

連
産
業
な
ど
、
も
の
づ
く
り
企
業
の

新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
並
び
に

取
引
拡
大
の
支
援
に
よ
り
、
市
内
商

工
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
基
盤
・
生
活
分
野

●
道
路
・
交
通
網

・
切
川
バ
イ
パ
ス
が
一
日
も
早
く
開

通
す
る
よ
う
、
関
係
当
局
に
働
き
か

け
な
が
ら
可
能
な
限
り
努
力
を
し
ま

す
。

・
生
活
道
路
で
あ
る
杉
谷
線
、
本
町

御
笠
線
の
改
良
な
ど
を
進
め
道
路
・

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

・
山
陰
道
安
来
道
路
へ
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
て

調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

・
中
海
架
橋
実
現
に
つ
い
て
、
米
子

市
を
は
じ
め
圏
域
構
成
市
な
ど
と
連

携
し
、
実
現
に
向
け
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

●
住
環
境
の
整
備

・「
安
来
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
、
空
家
対
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

・
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
、
民
間
活
力
に

よ
る
住
宅
建
設
を
促
し
ま
す
。

●
南
十
神
地
区
の
内
水
対
策

・
29
年
中
の
ポ
ン
プ
稼
働
を
図
る
と

共
に
、
周
辺
の
側
溝
改
修
に
着
手
し

地
区
全
体
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

産
業
・
観
光
・
雇
用

●
農
林
水
産
業
振
興

・
全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
就
農
・

定
住
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
に
よ
る
担
い

手
の
確
保
と
園
芸
産
地
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
を

支
援
し
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
と

定
住
を
促
進
し
ま
す
。

・
循
環
型
林
業
を
推
進
し
、
雇
用
を

創
出
し
ま
す
。

・
中
海
の
水
産
資
源
再
生
を
支
援
。

・
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
９

月
・
宮
城
県
）
に
県
代
表
と
し
て
能

義
和
牛
育
種
組
合
か
ら
出
品
さ
れ
ま

す
。
安
来
和
牛
の
名
声
を
高
め
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

●
生
産
基
盤
の
整
備

・「
大
塚
地
区
」・「
安
田
地
区
」
の

ほ
場
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
採
択
地
区
と
し
て
「
吉
田
地

区
」「
宇
賀
荘
第
三
地
区
」
の
農
地

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

・
基
幹
農
道
で
あ
る
大
郷
農
道
整
備

の
推
進
と
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
、
農
業
用
施
設
の
補
修
、

更
新
等
の
再
整
備
に
取
り
組
む
調
査

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

・
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
の
活
用
や

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
観
光
客
誘
致

・
外
国
人
観
光
客
増
加
を
視
野
に
入

れ
、
新
た
に
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
組

織
）
を
設
立
し
、
経
済
界
と
の
連
携

を
密
に
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
や

国
内
誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

・
新
ご
当
地
グ
ル
メ
の
Ｐ
Ｒ
や
安
来

市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
安
来
市

ら
し
さ
を
生
か
し
た
観
光
資
源
の
開

発
・
着
地
型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

市長施政方針

Ｙ　Ａ　Ｓ　Ｕ　Ｇ　Ｉ　　　　　　Ｃ　　Ｉ　　Ｔ　　Ｙ

▶
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
小
田

ち
さ
と
さ
ん
。
隊
員
の
積
極
的
な

活
動
は
地
域
活
性
化
の
中
核
に
。

◀
商
店
な
ど
の
店
主
が
先
生
と
な

る
ま
ち
ゼ
ミ
。
専
門
的
な
知
識
が

学
べ
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
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●
情
報
化
社
会
構
築

・
市
が
保
持
し
て
い
る
公
共
デ
ー
タ

を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
積
極
的

に
公
開
し
ま
す
。

●
自
然
・
環
境
保
全
分
野

・
鷹
入
の
滝
の
整
備
を
進
め
る
な
ど

安
来
市
の
美
し
い
風
土
を
保
全
し
、

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

・
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
・
普
及
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
や

さ
し
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園

・
平
成
30
年
度
の
完
成
に
向
け
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
や
駐
車
場
造
成
工
事
を

進
め
ま
す
。

参
画
・
協
働
・
行
財
政

●
新
安
来
庁
舎

・
５
月
の
竣
工
、
７
月
末
の
開
庁
に

向
け
て
工
事
を
順
調
に
進
め
て
い
ま

す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
中
心
市
街
地

活
性
化
、
防
災
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

本
市
の
行
政
運
営
の
拠
点
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
外
構
や
車
庫
棟
等
庁

舎
周
辺
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
と
な
る
防

災
棟
の
建
設
に
着
手
し
、
防
災
公
園

整
備
事
業
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

・
交
流
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民
と
共

に
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
・

実
践
活
動
を
行
う
「
が
ん
ば
る
地
域

お
こ
し
支
援
事
業
」
や
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
育
成
や
地
域
活
動
の
助
成

を
行
う
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

・
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

等
の
環
境
整
備
を
行
い
、
特
色
あ
る

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
広
域
連
携

・
経
済
圏
を
共
有
す
る
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
と
た
た
ら
製

鉄
文
化
を
共
有
す
る
鉄
の
道
文
化
圏

推
進
協
議
会
と
い
う
南
北
の
圏
域
を

中
心
に
連
携
し
ま
す
。

●
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

・
人
口
・
産
業
が
集
積
す
る
都
市
圏

と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
て
、
圏
域
版
の
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
や

総
合
戦
略
に
基
づ
き
産
業
・
観
光
・

環
境
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
。

●
鉄
の
道
文
化
圏

・
今
年
、
映
画
「
た
た
ら
侍
」
が
公

開
さ
れ
、
こ
の
圏
域
に
注
目
が
高
ま

る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の

好
機
を
生
か
し
、
日
本
遺
産
「
出
雲

國
た
た
ら
風
土
記
」
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン

ド
構
築
事
業
を
進
め
ま
す
。

●
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

・
施
設
総
量
25
％
削
減
と
い
う
大
き

な
目
標
に
向
け
、
施
設
の
類
型
別
の

あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
施
設

評
価
を
も
と
に
個
別
行
動
計
画
を
早

期
に
策
定
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
安
来
庁
舎
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
庁

舎
を
基
点
に
「
人
が
集
い 

未
来
を
拓
く 

も
の
づ
く
り
と
文
化
の
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
」、「
産
業
振
興
」、

「
住
環
境
向
上
」、「
魅
力
的
な
地
域
形
成
」を
軸
と
し
た
安
来
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
を
は
じ
め
各
分
野
の
重
点
事
業
を
着
実
に

進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

Ｙ　Ａ　Ｓ　Ｕ　Ｇ　Ｉ　　　　　　Ｃ　　Ｉ　　Ｔ　　Ｙ

▲約 31 ㌶の広大な面積を持つ中海ふれあ
い公園（中海町）。スポーツ広場や子ども
広場などを平成 30 年までに整備します。

▲ 7月末に供用を開始する安来庁舎。建
設は進み、西棟は姿を現しています。

スポーツ広場

スポーツ広場

子ども広場多目的広場
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や
す
ぎ

い
ち
ご

最
盛
期
を
迎
え
た
イ
チ
ゴ
。

あ
ち
こ
ち
か
ら
甘
い
香
り

が
漂
っ
て
い
ま
す
。

「
や
す
ぎ
の
い
ち
ご
」
は

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

育
て
完
熟
し
て
か
ら
収
穫
・

出
荷
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

非
常
に
糖
度
が
高
い
の
が

特
徴
で
す
。

山
陰
一
の
イ
チ
ゴ
の
産
地

で
あ
る
安
来
。
イ
チ
ゴ
農
家

の
皆
さ
ん
の
思
い
や
、
他
産

業
に
広
が
る
新
た
な
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

完
熟
収
穫
に
こ
だ
わ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化

　

安
来
市
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な

ど
を
販
売
す
る
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

の
「
な
か
う
み
菜
彩
館
」。
こ
の
時

期
に
な
る
と
中
央
の
特
設
売
り
場
に

は
、
人
目
を
引
く
真
っ
赤
な
も
の
が

並
び
ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
「
や
す

ぎ
の
い
ち
ご
」
で
す
。
完
熟
収
穫
の

た
め
ひ
と
き
わ
赤
く
、
甘
い
香
り
を

漂
わ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
時
期
の
売
れ
筋
商
品
で

す
」
と
話
す
の
は
、
同
館
店
長
の
稲

田
佳
代
さ
ん
。「
イ
チ
ゴ
目
当
て
の

お
客
様
が
多
く
、
日
に
よ
っ
て
は
お

昼
過
ぎ
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、
こ
の
時
期
、

イ
チ
ゴ
が
主
力
商
品
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
や
す
ぎ
地
区
本
部
生

産
流
通
課
の
黒
田
真
一
さ
ん
に
よ
る

と
、
平
成
27
年
度
の
栽
培
面
積
は

６
６
３
㌃
、
苺
部
会
員
は
65
人
に
な

り
ま
す
。
山
陰
地
方
で
は
、
い
ち
ば

ん
の
面
積
を
誇
る
イ
チ
ゴ
産
地
で
す
。

　

栽
培
面
積
は
近
年
、
生
産
者
の
高

齢
化
に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
イ
チ
ゴ
の
差
別
化
を
図
る
た
め

「
粒
の
大
き
さ
と
甘
さ
を
追
求
し
た

特
集
：
今
が
最
盛
期

ＪＡやすぎ苺部会が作成した
ＰＲパンフレット
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完
熟
収
穫
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
イ
チ
ゴ
を
生
産
し
て

い
く
新
規
栽
培
者
の
獲
得
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
黒
田
さ
ん
は
現
況

を
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
県
外
産
イ
チ
ゴ
と
店
頭

　
「
ハ
ウ
ス
に
通
え
ば
通
う
ほ
ど
イ

チ
ゴ
は
甘
く
な
り
ま
す
よ
」
と
話
す

の
は
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
一
人
で
あ

る
瀬
尾
益
巳
さ
ん
（
東
赤
江
町
）。

イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
２
代
目
で
、
現
在

４
棟
の
ハ
ウ
ス
で
「
章
姫
（
あ
き
ひ

め
）」
を
育
て
て
い
ま
す
。
章
姫
は
、

酸
味
が
少
な
い
分
甘
さ
が
際
立
つ
の

が
特
徴
で
す
。

　
「
出
荷
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
収
穫

以
外
に
も
日
々
の
管
理
が
大
切
で

す
。
一
株
一
株
の
状
態
を
見
な
が
ら

葉
か
き
や
実
の
数
を
制
限
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
天
気
や
気
温
に
よ
っ

て
、
水
や
り
や
電
照
、
栄
養
分
の
量

の
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
早
朝
、
明
る
く
な
る
時
間
に
は

ハ
ウ
ス
に
来
て
、
昼
食
時
以
外
は
ほ

と
ん
ど
ハ
ウ
ス
に
居
ま
す
」
と
、
手

間
を
か
け
た
分
だ
け
甘
い
イ
チ
ゴ
が

で
き
る
こ
と
を
明
か
し
ま
す
。

　
「
イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
、
子
ど
も
を

育
て
る
よ
う
な
も
の
で
す
よ
」
と
、

子
ど
も
の
頭
を
撫
で
る
仕
草
を
し
な

が
ら
語
る
瀬
尾
さ
ん
。
２
月
か
ら
３

月
上
旬
は
一
週
間
に
４
回
程
度
の
収

穫
が
、
暖
か
く
な
る
３
月
後
半
以
降

は
毎
日
の
収
穫
に
な
る
と
言
い
ま

す
。こ
の
時
期
は
一
年
間
で
最
も（
瀬

尾
さ
ん
の
言
う
）
子
育
て
に
忙
し
い

時
期
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
瀬
尾
さ
ん
に
は
こ
だ
わ
り

の
栽
培
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

有
機
肥
料
の
み
使
う
こ
と
。「
化
学

肥
料
を
使
う
と
糖
度
が
落
ち
ま
す
」

と
、
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
と
技
術

で
、
甘
い
イ
チ
ゴ
を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。

　

瀬
尾
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
に
は
、
若
手

の
イ
チ
ゴ
農
家
の
皆
さ
ん
が
度
々
、

相
談
に
訪
れ
る
と
の
こ
と
。「
全
国

的
に
見
れ
ば
安
来
市
の
イ
チ
ゴ
は
小

さ
な
産
地
な
の
で
、
一
緒
に
美
味
し

い
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。近
隣
の
消
費
者
に
も
徐
々
に「
い

ち
ご
」
で
は
な
く
「
や
す
ぎ
の
い
ち

ご
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
や
す
ぎ
の
い

ち
ご
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
に
通
う
ほ
ど
イ
チ
ゴ
は
甘
く
な
る

価
格
を
比
較
す
る
と
、
安
来
産
が
若

干
高
め
で
す
。
こ
の
価
格
差
は
、
手

間
ひ
ま
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
甘
く

し
た
味
と
香
り
で
あ
る
こ
と
を
納
得

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
自
信
を
込
め

ま
す
。

特集：やすぎ いちご

◀（左）3月 4・5 日に
道の駅あらエッサで開
催されたいちご祭の様
子。（右）なかうみ菜
彩館のいちご売り場。
手づくりのイチゴオブ
ジェが人目を引きます。

◀収穫作業をする瀬尾益巳さんと妻の圭子さ
ん。瀬尾さんの父親世代が 1930 年代にイチゴ
の栽培に取り組んだのが安来市のイチゴ栽培の
始まりとのこと。当時は九州系の品種が多く、
15 年ほど前から静岡系の品種にシフトしまし
た。ＪＡによると、現在は紅ほっぺ６割・章姫
２割・かおり野２割が主に栽培されています。
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新
た
な
担
い
手
も
情
熱
を
傾
け
ま
す

「
や
す
ぎ
の
い
ち
ご
」
は
多
分
野
に
も
広
が
り
が

　

Ｊ
Ａ
と
市
、
県
で
は
平
成
24
年
度

か
ら
「
や
す
ぎ
地
域
園
芸
産
地
の
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
２
期
）」

で
「
や
す
ぎ
の
い
ち
ご
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
着
手
。
生
産
と
販
売
の
強
化

を
中
心
に
取
り
組
み
、
市
外
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
や
ペ
ー
ス
ト
化
を
進
め
て
、

年
間
を
通
じ
て
イ
チ
ゴ
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
の
菓
子
製
造
業

者
な
ど
か
ら
30
種
類
以
上
も
の
イ
チ

ゴ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
誕
生
。
市

外
の
業
者
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ

り
、
生
果
と
と
も
に
人
気
の
お
土
産

品
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
３
年
前
か
ら
イ
チ

　

Ｊ
Ａ
や
す
ぎ
苺
部
会
の
組
織
内

に
「
新
規
栽
培
者
の
会
」
が
あ
り
ま

す
。
新
た
に
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
始
め

た
10
数
名
が
参
加
。
同
会
の
代
表
を

務
め
る
の
が
高
見
謙
一
さ
ん
（
下
坂

田
町
）
で
す
。
自
身
も
３
年
前
に
都

会
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
実
家
の
イ
チ

ゴ
農
家
を
継
い
だ
新
た
な
担
い
手
の

一
人
で
す
。

　
「
イ
チ
ゴ
づ
く
り
を
始
め
て
概
ね

５
年
以
内
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
年

間
を
通
じ
て
毎
月
、
勉
強
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
内
容
は
栽
培
管
理
や
育

苗
な
ど
イ
チ
ゴ
づ
く
り
の
全
般
に
渡

り
ま
す
。
時
に
は
外
部
講
師
を
招

き
、
常
に
イ
チ
ゴ
や
農
業
の
最
新
情

報
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
高
見
さ
ん
。
ま
た
「
苺
部
会
の
ベ

テ
ラ
ン
農
家
さ
ん
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
時
に
は
ハ
ウ
ス
内
で
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
が
新
規
就
農
者

を
支
え
、
産
地
全
体
で
品
質
の
底
上

げ
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し

ま
す
。

　

一
方
で
「
こ
の
会
で
は
新
た
に
イ

チ
ゴ
づ
く
り
を
始
め
た
者
同
士
の
横

の
繋
が
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

同
じ
悩
み
を
言
い
合
う
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
集
ま
り
で
す
」
と
、
こ
の

会
の
意
義
を
強
調
し
ま
す
。
新
規
で

栽
培
を
始
め
る
と
き
に
は
不
安
は
つ

き
も
の
。
そ
ん
な
と
き
に
は
同
じ
立

場
の
仲
間
が
い
る
こ
の
会
は
心
強
い

よ
う
で
す
。

　
「
将
来
的
に
は
販
売
や
Ｐ
Ｒ
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
み
ん
な
で
勉
強
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と
や
す

ぎ
の
い
ち
ご
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
新
た
な
担
い
手

は
夢
を
語
り
ま
す
。

　

昨
年
末
、
高
見
さ
ん
は
自
身
の
農

園
名
を
「
高
見
い
ち
ご
縁
（
園
）」

に
改
名
。
完
熟
収
穫
の
甘
い
イ
チ
ゴ

と
消
費
者
と
の
「
縁
結
び
」
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特集：やすぎ いちご

◀ 6 棟 の ハ
ウスで「章姫」
「紅ほっぺ」
を栽培する高
見謙一さん。

▲ＪＡやすぎ苺部会「新規就農者の会」のみな
さん。メンバーは 13 人で、夫婦や女性も参加
しています。毎年、出荷を終える６月には、そ
れぞれが一年を振り返る反省会を行い次期シー
ズンに備えます。



2017 月号411

ゴ
の
生
果
や
ペ
ー
ス
ト
を
使
っ
た
い

ち
ご
懐
石
料
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
季
節
料
理
定
九
郎
の
店
主
池

田
純
さ
ん
（
南
十
神
町
）。
今
年
の

料
理
の
テ
ー
マ
は
「
美
肌
・
縁
結

び
」。
美
容
に
も
よ
い
と
さ
れ
る
イ

チ
ゴ
を
メ
ー
ン
に
、
地
元
産
の
美
肌

効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
食
材
を
使
っ

て
懐
石
料
理
を
創
作
し
ま
し
た
。「
安

来
の
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
る
イ
チ
ゴ
を

料
理
の
面
か
ら
応
援
し
た
か
っ
た
」

と
、
開
発
の
意
図
を
池
田
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

　

２
月
21
日
に
は
島
根
県
観
光
連
盟

職
員
や
し
ま
ね
観
光
大
使
な
ど
を
招

き
「
い
ち
ご
懐
石
」
の
発
表
会
を
開

催
。
試
食
し
た
大
使
の
安
田
英
里
香

さ
ん
は
、「
イ
チ
ゴ
と
他
の
食
材
が

合
っ
て
い
て
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
」
と
太
鼓
判
。「
県
外
か
ら
縁
結

び
旅
行
に
訪
れ
る
観
光
客
に
向
け

て
も
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
イ
チ
ゴ
の
集
客
力
に
注
目
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
安
来
市
観
光
協
会
で
は
、

「
や
す
ぎ
の
い
ち
ご
」
を
冬
季
の
観

光
の
素
材
に
活
用
し
よ
う
と
、
Ｐ
Ｒ

部
隊
で
あ
る
「
い
ち
ご
女
子
会
」
を

結
成
。
縁
結
び
の
地
で
あ
る
島
根
と

イ
チ
ゴ
を
結
び
付
け
た「
苺
一
縁（
い

ち
ご
い
ち
え
ん
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
情
報
発
信
や
集

客
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
農
家
の
皆
さ
ん
が
育
て
る

甘
く
て
瑞
々
し
い
「
や
す
ぎ
の
い
ち

ご
」。
最
盛
期
を
迎
え
、
こ
の
時
期

の
安
来
の
ま
ち
を
赤
く
彩
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
チ
ゴ
は
農
業
か
ら
製
造

業
、
観
光
業
に
と
多
分
野
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

市外の事業所の皆さんからも「やすぎのいちご」は注目されています

地
域
を
あ
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
す

　「山陰の郷から」シリーズで地元の素
材を使ったパンを発売しています。「安
来はイチゴの生産が県内一」ということ
を聞き興味を持ち、イチゴペーストを使
用して 2013 年から 2種類のパンを発売
しています。その後、毎年 2 種類ずつ
期間限定で商品化しています。「やすぎ
のいちご」のいちばんの魅力は地域全体
でイチゴを盛り上げていることでしょう
か。これからもぜひ使っていきたいです。

完
熟
イ
チ
ゴ
な
の
に
し
っ
か
り
と
し
た

果
実
で
、
お
菓
子
作
り
に
使
い
や
す
い
で
す

　今シーズンから知人の紹介で、安来市
のイチゴ農家さんから直接、仕入れるよ
うになりました。洋服・雑貨店に併設の
カフェで、安来産イチゴを使ったケーキ
を提供しています。
　完熟イチゴなのに果実の中まで密に
なっており、重量感がありますね。ロー
ルケーキやパンケーキ、ジャムなどに加
工して販売しています。イチゴを使った
スイーツはお客さんに人気です。

▲いちご懐石の発表会の様子。いちご巻き寿司やいち
ご鍋、いちご豆腐などが並びます。また、懐石料理の
ほかに「いちごランチ」も提供します。「やすぎのいちご」
を使用しています。　　▶料理を考案した池田純さん。

プチハート松江店（松江市学園１丁目）
代表　石倉暁子さん

株式会社マツヤ神戸屋（松江市矢田町）
代表取締役社長　松崎直彦さん
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■尼子の里のおひなまつり（広瀬地区）
　会場…町民会館、広瀬中央交流センター、
　　　　旧秦邸、吉田酒造、広瀬絣センター
　※４月２日㈰　10時30分～武者行列
■城下町母里のおひなまつり（母里地区）
　会場…旧奥野邸、後藤邸、山本邸、はくた文化学習館
　※４月２日㈰　11時～時代行列、12時～ひな流し
■白椿の里のひなまつり（布部地区）
　会場…布部交流センター、加納美術館、布部町通り
　※４月３日㈪　14時～子どもみこし
■尼子の里富田のひな流し（絣センター前）
　※ 4 月２日㈰　10時～人形・古札供養
　　　　　　　　13時～ひな流し　

　家々に飾られたおひな様がお迎えします。

●チューリップ畑　●楽しさいっぱいテント村
●ステージイベント　●フォトコンテスト
●チューリップウオーク（受付９時45分～10時15分）

※会場に駐車スペースはありません。周辺
の臨時駐車場をご利用ください。

■問い合わせ　伯太地域センター℡ 23-3300

　会場　安来市役所伯太庁舎周辺
　時間　10 時～ 16 時　

やすぎのひなめぐり

ま春つ

４/１ ４/３▶

４/９

10時

～
16時

　第２９回　はくた
チューリップ祭

６０万本が

　　春風に揺れる

おひな様が町並みを彩ります

　■問い合わせ　安来市観光協会  ℡２３- ７６６７

安来の り
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　安来公園内でボンボリ点灯と安来節公演。

●安来節公演（会場 ･･･ 演舞場）
　　平日 ･･･19時～、土・日 ･･･13時～、
　　15時～、19時～（４月９日㈰のみ 18時～）
　※ 4 月 8 日㈯ 13 時～　子ども安来節
●ボンボリ点灯  ３月24日㈮～４月11日㈫
　
広瀬会場 ３月28日㈫～４月16日㈰
　　富田川沿いでボンボリを点灯します。
　※４月８日㈯は三日月公園でイベントを開催。

会場…安来節演芸館　時間…10時～　
　安来節初代家元・渡部お糸をしのび、追善供
養と安来節が披露されます。観覧無料。

４月３日から
マンホールカード
発行します

全国で大人気のカードに安来が登場
　各自治体の特徴を表す図柄が描かれたマン
ホール蓋をカードにしたマンホールカード
（発行元 GKP）が人気となっています。その
第４弾に安来市のマンホールが登場します。
安来市のマンホールカードは４月３日から、
安来市観光協会で無料配布します。
 
配布場所　安来市観光協会窓口（安来駅隣り）
配布日時　4月３日以降 8時 30 分～ 17 時
配 布 数　2,000 枚※なくなり次第終了。
　　　　　（無料、一人一枚まで）

米子市合同企画２枚のカードで粗品進呈
　第４弾では、米子市もマンホールカー
ドを４月３日から米子市観光センター（皆
生温泉）で配布します。
　安来・米子合同企画として、安来の配
布窓口に米子市のカードを持参した先着
50名に両市の粗品をプレゼント！米子市
の窓口でも同様の企画を行います。

■問い合わせ 安来市観光協会℡ 23-7667

お糸まつり
４/２

４/１ ４/９▶

安来公園 桜まつり

お糸さんに

ささげる  安来節

ボンボリに照らされた

夜桜は幻想的です



たうん

とぴっくす

まちの話題や出来事を紹介します

今月の一枚
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▼もろみを専用の袋に入れていよいよ絞ります。

地域で災害に備えよう
自主防災活動研修大会を開催
　自主防災活動研修大会が 3月 4日、安来節演芸
館で開催されました。安心・安全に暮らせる地域
を目指して自主防災活動や地域の関わり方につい
てともに考えようと、安来市自治会代表者協議会
が主催、約250人が参加しました。
　大会では、実松町の事例発表や、福島県川俣町
出身で、とっとり震災支援連絡協議会事務局長の
佐藤順子氏の講演が行われました。佐藤氏は、東
日本大震災や昨年の鳥取中部地震の事例を踏まえ、
災害時には女性や高齢者など社会的弱者の困りご
とが顕著に現われると説明。「災害はいつやってく
るかわからない。普段から地域でさまざまな意見
が出せる環境づくりが理想。いろんな人の立場に
思いをはせ、いざという時に動けるような地域を」
とネットワークづくりの重要性を訴えました。

　地産池消活動に取り組む「フードチャレンジや
すぎ」は、市内の学校に出かけて食育活動を進め
ています。この活動の一環として伯太中学校では、
大正屋醤油店山本周作さんの指導でマイ醤油づく
りに挑戦しています。
　２月７日には２年生が一年前に仕込んでいた「も
ろみ」を絞り生醤油を作りました。同校では１年
生の時に大豆と小麦、麹をペットボトルに入れて
仕込み、一年かけて発酵させ、２年生の時に絞っ
て製品にします。横田大河さん（14歳）は「醤油
づくりは一年がかりで長かったです。早く家で味
見をしてみたい」と話していました。

寮生活をユニフォームで応援

一年かけて発酵させました
　中学生がマイ醤油づくり

　3月 3日、寮生活をしながら安来高校
に通う生徒へＮＥＣ山陰支店からエール。
プロバレーボール Vリーグ女子ＮＥＣ
レッドロケッツのサイン入りユニフォー
ムが寮に寄贈されました。
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河井寬次郎の作品を市に寄贈
　京都にある河井寛次郎記念館の河井敏孝館長が
近藤市長を訪れ、河井寛次郎の作品を市に寄贈し
ました。昨秋に開催した没後50年記念事業「今こ
そ永遠　河井寛次郎」に対して謝辞を述べられ、
そのお礼として寄贈されたものです。
　作品は「三色扁壺」。晩年（昭和36年頃）に作陶
されたもので、薄くかけられた石灰釉の上に、三
色の打ち薬がかけられています。
　市ではこの作品を新安来庁舎などに展示し、名
誉市民河井寛次郎を顕彰していきます。

旧東比田小学校に歓声響く

　「出雲國たたら風土記」が日本遺産に認定され、
間もなく一年になります。その構成文化財を収蔵
する和鋼博物館では、３月４日から認定記念特別
展を開催しています。
　常設展示されている「たたら製鉄用具」のほか、
松本春々作「玉鋼縁起」を13年ぶりに全巻公開。
絵巻には、「たたら製鉄」にゆかりのある金屋子神
話の時代から、鉄の積み出しで賑わう近代の安来港

の様子までが壮大な
スケールで描いてあ
ります。全長55㍍に
なる絵巻の展示に、
来場者は見入ってい
ました。
　特別展は４月５日
まで開催していま
す。また、春々作「安
来神社夏季例祭奉納
屋
やたい

䑓絵巻」（市指定文
化財）も同時展示し
ています。

日本遺産認定記念特別展
「玉鋼縁起」を全巻展示

　平成16年まで東比田小学校として使用されてい
た東比田交流センターで２月16日、比田小学校５・
６年生の児童と地域住民が、「復活！夢授業」を行
いました。
　授業は、地域へ感謝の気持ちを表そうと比田小
が企画。児童は住民と一緒に国語の授業などを楽
しみました。交流会では、各児童が縄跳びやコン
トなどの特技を披露。元気な子どもたちの姿に会
場は終始にぎやかな雰囲気に包まれていました。

▲地域の皆さんとオリジナルのスピード数え歌を作成。

日本遺産認定を記念した
切手シートが発売されました
　日本遺産に認定された「出雲國たたら風土記」。
この認定を記念したオリジナルフレーム切手セッ
トが２月中旬から発売されました。日本郵便株式
会社中国支社が作成したもので、県内東部・隠岐
地方の郵便局で取り扱われています。日本遺産の
構成文化財がデザインされた切手10枚（82円）と、
日本遺産を紹介する台紙がセットになっています。
価格は1,600円で、1,500部の限定販売です。
　２月15日には市内の並河局長（安来中郵便局）、
布野局長（同安来）、川井局長（同比田）が近藤市
長を訪れ、新切手セットを紹介しました。
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今
こんげつ

月の数
すうじ

字は

　安
やす

来
ぎ

市
し

の小中学生は、本
ほん

好
ず

きの子どもが多いよ
うです。学校図

と

書
しょ

館
かん

における平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

の一人
当たりの年

ねん

間
かん

平
へい

均
きん

貸
か

し出し冊
さっ

数
すう

は67.1冊で、県
けん

平
へい

均
きん

の59冊を大きく上回っています。
　島根県では、平成21年度から「子ども読

どく

書
しょ

県
けん

しまね」というキャッチフレーズで、図書館活
かつ

用
よう

を通
とお

して本に親
した

しむことを目
め

指
ざ

しています。市で
は、それ以

い

前
ぜん

から文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

の補
ほ

助
じょ

事
じ

業
ぎょう

を活
かつ

用
よう

す
るなどして、学校図書館の充

じゅうじつ

実を図
はか

ってきました。
平成22年度には市内全ての小中学校に学

がっ

校
こう

司
し

書
しょ

を配
はい

置
ち

し、「人のいる図書館」を実現しました。
　表は、安来市の平成21年度から平成27年度ま
でのデータです。小中学生の一人当たりの年間平
均貸し出し冊数は年を追

お

うごとに増
ふ

えています。

数字でみる
安来市

あさりと野菜のスープ

for kids

　　（材料）　　　　  （４人分）
大粒のあさり（殻付き）　３００ｇ
水　　　　　　　　６００ml
固形コンソメ　　　　　１個
キャベツ　　　　　１２０ｇ
玉ねぎ　　　　　　　６０ｇ
人参　　　　　　　　４０ｇ
しょうが　　　　　　　少々

　塩分
約1.2g

24
　Kcal

（作り方）
①あさりはあらかじめ砂抜きをしておく。
②キャベツはざく切り、玉ねぎは薄切り、人参は短

冊切りにする。
③鍋に水とあさりを入れて中火にかける。
　（途中であくをとる。）
④あさりが口をあけてきたら、固形コンソメと②の

野菜を入れてふたをする。
⑤野菜がしんなりするまで煮る。
⑥⑤を器に移した後、千切りにしたしょうがを上に

盛りつける。
⑦できあがり。

あさりのうまみと野菜の甘みで
おいしくいただけます。

「67冊」だよ

※１皿あたり

◀学校図書館で
本を選ぶ児童
のみなさん
（宇賀荘小学校）

あさりの旬は、

２～４月です

　学校司書がいることで環
かん

境
きょう

が整
ととの

い、図書館は子
どもたちにとって行ってみたくなる場

ば

所
しょ

に生まれ
変
か

わりました。また、教
きょう

職
しょく

員
いん

や学校司書、地
ち

域
いき

の
人が本の紹

しょう

介
かい

や読
よ

み聞
き

かせなどを通して子どもた
ちに本を読む楽しさを伝えています。こうした取
り組みによって、図書館がより身

み

近
ぢか

な存
そん

在
ざい

になっ
ています。� （教育委員会　学校教育課）

42.4
58.4 65 67.1

0

50

100

平成21年度 平成23年度 平成25年度 平成27年度

（冊数）
年間平均貸し出し冊数がこんなに増えています

児童生徒一人当たりの年間平均貸し出し冊数
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　ご存じですか？ロコモ
　ロコモとは、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の略で、骨・関節・筋肉など身体を支えたり
動かしたりする運動器が衰え、立つ・歩くといった移動機能が低下している状態のことです。ロコモに該
当する人は、近い将来、要介護になる危険性が高く、早めの予防が必要です。

「トライ！ 40㌢」。ロコモを調べて予防しましょう

　いつまでも自分の足で歩き続けるために、運動習慣
を身につけましょう。　

年齢 男性 いすの高さ 女性 いすの高さ

20 代 片足 20 ㌢ 片足 30 ㌢
30 代 片足 30 ㌢ 片足 40 ㌢
40 代 片足 40 ㌢ 片足 40 ㌢
50 代 片足 40 ㌢ 片足 40 ㌢
60 代 片足 40 ㌢ 片足 40 ㌢
70 歳以上 両足 10 ㌢ 両足 10 ㌢
出典：ロコモチャレンジ！推進協議会ホームページ

ロコモを学習　とりだいセミナー
　１月 14日、とりだい病院安来メ
ディカルセミナーが開かれ、鳥取大
学医学部附属病院リハビリテーショ
ン部・荻野浩部長がロコモについて
講演されました。参加者はロコモ予
防運動などを行いながら、予防の大
切さを学びました。

　筋力とバランス感覚を鍛
える運動です。
①床に足がつかない程度に
片足を上げます。
②左右１分間ずつ、毎日２
～３回を目安に行ってく
ださい。

※注意：机などつかまるも
のがある場所で実施しましょ
う。

【ロコモチェック②】
　次の項目にひとつでも当てはまればロコモの
可能性があります。
□　片足で立ったまま靴下を履くことができない。
□　家の中でつまずいたり滑ったりすることが
　　たびたびある。
□　手すりがないと階段を上ることができない。
□　15 分（約１km）ほど歩き続けることができない。
□　横断歩道を青信号で渡りきれない。
□　２kg 程度の荷物（１リットルの牛乳パッ
　　ク２個程度）を持って歩くのが困難。
□　掃除機の移動や布団の上げ下ろしなど力の
　　いる家事が困難。

出典：公益社団法人　日本整形学会資料

【ロコモチェック①】
　イスに座り片足、または両足で決まった高さ
から立ち上がれるか判定します。立ち上がれな
かったり、立ち上がったあとにグラグラしたり
した場合は、ロコモの可能性があります。

【自宅でできるロコモーショントレーニング】
●片足立ち

ロコモは要介護への黄色信号

ロコモチェック！
■問い合わせ　いきいき健康課℡ 23-3220

健康の窓
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安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０

　

山
﨑
修
二
は
安
来
市
上
吉
田
町
に

生
ま
れ
、
後
に
浜
田
を
拠
点
に
山
陰

の
風
土
と
人
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
数
多
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
の
夏
、
山
﨑
は
生
涯
の

師
と
仰
い
だ
斎
藤
与よ

里り

と
一
緒
に
旅

に
出
ま
し
た
。
そ
の
時
に
訪
れ
た
出

雲
市
の
多
伎
海
岸
か
ら
見
た
島
根
半

島
を
描
い
た
の
が
「
崖
と
海
」
で
す
。

　

手
前
に
崖
が
屹き
つ

立り
つ

し
、
遠
く
に
ふ

る
さ
と
に
繋
が
る
山
々
が
見
え
ま

す
。
き
っ
と
恩
師
に
安
来
の
話
を
し

な
が
ら
楽
し
く
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
二
人
で
巡
っ
た
最

後
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。
安
来
に
生

ま
れ
、
石
見
で
長
年
暮
ら
し
た
山
﨑

だ
か
ら
こ
そ
描
け
た
珠
玉
の
一
枚
で

す
。

　

彼
の
こ
と
を
「
安
来
生
ま
れ
の
石

見
人
」
と
評
し
た
人
が
い
ま
す
。
描

き
始
め
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で
に
40

年
か
か
っ
た
こ
の
作
品
を
見
る
と
、

そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
恩

師
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
東
光
会
会
員
の
門
脇
折
江
さ

ん
を
迎
え
て
、「
山
﨑
修
二
先
生
の

思
い
出
」
と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
（
聴
講
無
料
・
予
約
不
要
）。

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

山
﨑
修
二
展
が
始
ま
り
ま
し
た

企
画
展
「
洋
画
家
山
﨑
修
二
の
世
界
」　

５
月
22
日
ま
で

《開館時間》　９時から16時30分。
　　　　　　ただし入館は16時まで。
《休 館 日》　毎週火曜日
《入 館 料》　一般 1000円、
　　　　　　学生（高校生以上）500円、
　　　　　　団体（20人以上）800円。

●名碗を愉しむ会のお知らせ
・４月９日（日）：さくら茶会
解説を聞きながら企画展を観た後、散
りゆく桜に想いを馳せながら如水庵で

お 茶 を 愉 し み ま せ ん
か。会費 2,500円／人。
詳しくは美術館にお尋
ねください。

日本遺産「出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」

連載７　探訪「出雲國たたら風土記」

【安来市・奥出雲町コース】
和鋼博物館：安来港を望むたたらの総合博物館。２階
のレストラン「安来グラン
パ」はたたらの炭を思わせ
る炭火焼料理が人気。また、
世界に誇るヤスキハガネの
刃物を扱う直営店を併設。
　↓
安来節演芸館：安来節の定期公演を楽しめる。一日４
公演。売店や食堂を併設。
　↓
鍛冶工房弘光：鉄の燭台など手作りの工芸品を手掛け
る工房。あかり工芸は国内外に多くのファンを持って
います。
　↓
金屋子神社：全国の金屋子神社の総本社。境内の灯籠
などに刻まれた全国各地の地名から、信仰の広がりを
知ることができる。
　↓
絲原記念館：鉄師の歴史を感じる記念館に隣接した居
宅や庭園を公開。鉄穴流しの技法で築いたとされる出
雲流庭園でゆったりとした時間を。

【奥出雲町・雲南市コース】
奥出雲たたらと刀剣館：たたら製
鉄と日本刀に関する資料を展示。
炉の実物大地下構造を見ると、先
人の知恵に驚かされる。
　↓
可部屋集成館：鉄師櫻井家ゆかりの品々を展示する集
成館に隣接した居宅と庭園を公
開。阿井川の清流と四季折々の彩
を見せる周囲の山々が、訪れる人
を魅了する。
　↓
たたら鍛冶工房：和鉄からつくるペーパーナイフや刃
物づくり体験が可能。要予約。
　↓
鉄の歴史博物館：たたら復元操業のドキュメンタリー
映像は必見。鉄師田部家に関する資料も展示。
　↓
菅谷たたら山内：日本で唯一現存するたたら製鉄の拠
点。鉄づくりを実際に行った建物“高殿”が残ってい
るほか、周囲の集落も当時の様子を伝える。

日本遺産に関する出前講座は、
和鋼博物館（☎ 23-2500）へ

最終回では、日本遺産のストーリーを感じる探訪コースをご紹介します。春の風に
吹かれながら、「出雲國たたら風土記」に触れてみてはいかがでしょうか。

写真：13 代今泉今右衛門「色鍋島唐花文茶碗」

▶
山
﨑
修
二
「
崖
と
海
」 

未
発
表
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book図書館からのお知らせ

著　者　田部井淳子
出版社　文藝春秋

「再発！それでもわたしは山に登る」

　世界初の女性
エベレスト登頂
者、田部井淳子
さん。人生を楽
しみ、山を愛し、
人を愛した田部井さんのがんの
闘病生活と登山の記録を記した
心打たれる感動の手記です。（中）

「随想集 続『篝
かがりび

火を焚く』」

著　者　並河健蔵  
発行者　並河健蔵

　2002年 に 出
版された同名の
著書の続編。著
者のライフワー
クといえる短歌
や郷土の歴史への深い愛着、そ
して心を寄せる陶工・河井寬次
郎への思いなど、次の世代にぜ
ひとも引継ぎたいという強いメッ
セージを感じます。（山）

出版社　エイ出版社

　すべての商品
に優良なデザイ
ンが求められる
時代です。デザ
インが伴ってい
なければ、売上増加にどころか、
販売店に置いてもらえないこと
も。本書では、100以上にも及
ぶ優れた地域デザイン事例を紹
介しています。（若）

「地域ブランド　デザイン集」

ｉＰＳ細胞を発見！山中伸弥物語
� 上坂和美
図解老眼をぐんぐん若返らせる！
眼トレ＆回復法のすべて�

日比野佐和子
移住女子� 伊佐知美
イラストでわかる介護知らずの
体のつくり方� 山田佐世子
騎士団長殺し� 村上春樹

子育て・孫育ての忘れ物
� 三浦清一郎
ずぼらヨガ� 崎田ミナ
障がい者スポーツ大百科 ３
� 大熊廣明
深海生物大図鑑� 藤原義弘
きょうはたんじょうび
� 中川ひろたか

その他　新刊図書

著　者　矢野隆
出版社　講談社

「戦始末」

　負け戦。最も
過酷なそのしん
がりを率いた武
将を描いた戦国
短編集。戦場と
いう理を越えた場所で信じられ
るのは心底から結びついた仲
間。その絆を信じ覚悟を決めて
臨む最期の戦。負けてなお胸に
残る男たちがいます。（田）

けれど、それでも毎日がっかり
を積み重ねて過ごしていく。大
人になるのが不安な人たちを応
援する一冊です。（川）

「がっかり行進曲」

著　者　中島たい子
出版社　筑摩書房
　実花は学校に
うまく馴染めませ
ん。そんな自分が
情けなくてがっか
りすることも多い

「クララ～300年前にはじめて
ヨーロッパを旅したサイのはなし～」

　300年前、オ
ランダ船の船長
が、「サイ」と
一緒に旅をし
ました。当時の

著　者　エミリー・アーノルド・マッカリー
出版社　BL出版

ヨーロッパの人々にはどんな風
に映ったのでしょうか。サイへ
の船長の愛情が感じられる作品
です。（須）

子ども読書会 会員募集

閉館時刻が変わります
　４月３日㈪から平日の閉
館時刻が変わります。

■安来市立図書館
　19時から20時になります
　（土日祝日は18時）
■はくた図書室
　18時から19時になります
　（土日祝日は17時）

　安来市立図書館では、市内の小学生が本を介
して交流をしたり、季節の行事を通して楽しく
過ごしたりする「子ども読書会」を行っています。

★いつ、するの？
　毎月第二土曜日の９時30分～11時30分、
主に安来市立図書館で活動します。
★どんなことをするの？
　毎月１冊の本を借りて読み、感想を話したり、おは
なし会や季節にちなんだ行事や工作を行ったりします。
★だれが入れるの？
　安来市内に住んでいる小学生なら誰でも入れます。
申し込み・問い合わせ…安来市立図書館℡ 22-2574 

平成29年行事予定　十神山たんけん、図書館クリ
スマス会、図書館クイズ、カルタあそび、ビブリ
オバトル、調理実習、みかん狩りなど	

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　 検索
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行　

政

学
生
対
象

年
金
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
は
、
在
学
中
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
例
制

度
に
申
請
す
る
と
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
希
望
す
る
人

は
、
年
度
ご
と
に
手
続
き
が
必
要

で
す
。
申
請
は
、
対
象
の
学
生
が

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

猶
予
さ
れ
る
年
金
期
間　

▽
過
去
の
期
間
…
申
請
が
受
理

さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で　

▽
将
来
の
期
間
…
年
度

末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※
平
成
29
年
４
月
に
申
請
す
る

場
合
、
過
去
期
間
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
、
将
来
期
間
は
平
成

引越しの際、
　　住所異動手続きを忘れずに！
 　異動が多くなる時期です。引越し等で住所を変更さ
れる人は、住民票の異動届が必要です。

　　他の市町村から安来市に転入する場合
　   安来市から他の市町村へ転出する場合江

年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類　
年
金
手
帳
、印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
。

そ
の
他　
平
成
29
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　

保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

市
の
指
定
登
録
店
で
の
購
入
・

設
置
が
条
件
で
す
。
登
録
店
の

確
認
は
環
境
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

申
請
受
付　
４
月
３
日
㈪
～

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

指
定
登
録
店
の
受
け
付
け

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
購

入
・
設
置
を
請
け
負
う
事
業
所

は
、
市
へ
の
登
録
申
請
が
必
要

で
す
。

申
請
受
付　
４
月
３
日
㈪
～

●手続きにはマイナンバーカードの住所を最新のもの
にする必要があります
持ってくるもの　　
①窓口に来た人の本人確認書類（免許証・保険証等）
②「マイナンバーカード」またはマイナンバー「通知カード」

お住まいの

市区町村

　事前に引越し前の市区町村で、転出届
を提出し、転出証明書を受け取る。
　　　　　　　↓　　
　引越し後 14 日以内に、引っ越し先の
市区町村で転出証明書を添えて転入届を
提出する。

30
年
３
月
ま
で
）

申
請
場
所　
保
険
年
金
課
（
安

来　

③
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太

各　

（
広
瀬
・
伯
太
各　

）、
松

環
境
政
策
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
①
～
④
の
補
助
を
受
け
る
に

は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

引越し前の

市区町村

引越し後の

市区町村

２

１

引越し後 14 日以内に、転居届を提出。

　

　　市内で転居される場合
①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
費
の
補
助（
住
宅
用
）

　

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。（
補
助
は
、

地 庁

庁

申
問

　窓口でマイナンバーカードの申請ができます
　転入や転居手続きに合わせて、「マイナンバーカー
ド」の申請ができます。申請を希望される人は、市
民課・広瀬　・伯太　の窓口でお申し出ください。

市民課　℡２３-３０８０問
地 地
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伯…伯太保健センター
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②
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

設
置
費
の
補
助

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
の
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

③
水
環
境
保
全
事
業
の補

助

　

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
28

日
㈮

４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯

自
転
車
安
全
利
用
五
則　
　

１　

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、　

　
　

歩
道
は
例
外

２　

車
道
は
左
側
を
通
行 

３　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

　
　

車
道
寄
り
を
徐
行

４　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

▽
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

　
　

並
進
の
禁
止 

　

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯 

　

▽
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

　
　

一
時
停
止
・
安
全
確
認 

５　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　

着
用　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

申
請
受
付
は
４
月
17
日
か
ら

　
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

   
 

図
る
た
め
、
太
陽
熱
利
用
設

備
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

申
請
受
付　
４
月
３
日
㈪
～

　

①
～
④
は
、
市
議
会
３
月

定
例
会
で
平
成
29
年
度
予
算

の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
２

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
運
動
期
間

は
市
内
全
域
で
街
頭
指
導
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

④
太
陽
熱
利
用
設
備

設
置
費
の
補
助

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

　

消
費
税
の
引
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

所
得
の
低
い
人
に
対
し
て
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
臨
時
の
給
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

対　

象　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金（
３
千
円
）

の
支
給
対
象
者
（
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
安
来

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平

成
28
年
度
安
来
市
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
で
す
。）

※
た
だ
し
税
法
上
、
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額　

対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

申
請
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
７
月
21
日
㈮

申
請
窓
口　

福
祉
課
、
保
険
年
金
課
、
伯
太

※
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
申
請
書
を
４
月
中
に
送
付

し
ま
す
。

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
課　

℡
32-

９
５
０
０

　
　
　
　
　

℡
23-

３
２
１
１

■
運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

～
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ
さ
な
い
～

■
運
動
の
重
点　

１ 

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

 

（
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

２ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

　

 

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

３ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
市
民
参
画
課
℡
23-

３
０
６
９

申
請
受
付　
４
月
３
日
㈪
～

薪ストーブ

地

申
問

問

問
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下
水
路

清
掃
土
砂
の
回
収

　

平
成
29
年
度
に
下
水
路
（
生

活
排
水
路
）
清
掃
に
よ
り
発
生

す
る
土
砂
の
回
収
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈪
８
時

30
分
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

受
付
場
所　
環
境
政
策
課

申
込
方
法　
▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い　

▽
申
込
書
は
、
環
境
政
策

課
（
安
来　

）、
広
瀬
・
伯
太
各

　

に
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項　
▽
下
水
路
（
生
活

排
水
路
）
清
掃
に
よ
っ
て
生
じ

た
土
砂
の
み
回
収
し
ま
す　

▽

土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い　

▽
回
収
は
清
掃
日
の

翌
日
ま
た
は
２
日
後
に
行
い
ま

す
の
で
、
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　

▽
不
燃
物
（
金
属
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ン
、
埋
め

立
て
ご
み
）
や
、燃
や
す
ご
み
（
紙

く
ず
、
草
や
木
）
な
ど
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い　

▽
溝
ふ
た

上
げ
機
の
貸
出
し
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
込
書
の
記
載
欄

に
そ
の
旨
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

児童扶養手当などが改定されます
　　平成 29 年 4月分からの各種手当額が
　次のとおり改定されます。
　■改定内容（手当額は月額）
　①児童扶養手当
　・全額支給…42,290 円（改定前 42,330 円）
　・一部支給…42,280 円～ 9,980 円
　　　（改定前 42,320 円～ 9,990 円）
　第二子加算額
　・全部支給…9,990 円（改定前 10,000 円）
　・一部支給…9,980 円（改定前 9,990 円）　
　　　　　　　　　　　　　　～ 5,000 円
　第三子以降加算額
　・全部支給…5,990 円（改定前 6,000 円）
　・一部支給…5,980 円（改定前 5,990 円）

～ 3,000 円　
　②特別児童扶養手当
　・１級…51,450円（改定前51,500円）
　・２級…34,270円（改定前34,300円）
　③特別障害者手当　
　・26,810 円（改定前 26,830 円）
　④障害児福祉手当
　・14,580 円（改定前 14,600 円）
　⑤経過的福祉手当
　・14,580 円（改定前 14,600 円）
　支給額の変更は下記の支給分からです
　①～②…８月支給分（４月～７月分）から
　③～⑤…５月支給分（２月～４月分）から
　　　　　　※２・３月は改定前の額

　　　福祉課①…総務係℡２３-３２４８
　　　　　　②～⑤…障がい者福祉係
　　　　　　　　　　　℡２３-３２１６

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
イ
ヌ
は
生
涯
に
１
回
の
登
録
と
、

生
後
91
日
以
降
は
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
を
守
る
た
め
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
と

●
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

■
安
来
地
域

期
　
日

時
　
間

場
　
所

４
月18

日
㈫

９
時
20
分
～
10
時
00
分

元
Ｊ
Ａ
切
川
代
理
所
跡
地

10
時
10
分
～
10
時
30
分

赤
崎
町
公
民
館

10
時
45
分
～
11
時
05
分

能
義

13
時
20
分
～
13
時
35
分

運
動
公
園
佐
久
保
側
入
口

13
時
50
分
～
14
時
20
分

宇
賀
荘

14
時
30
分
～
14
時
45
分

大
塚

１4
時
55
分
～
15
時
15
分

元
Ｊ
Ａ
折
坂
倉
庫

15
時
25
分
～
15
時
45
分

吉
田

４
月20

日
㈭

９
時
10
分
～
９
時
35
分

安
来
港
旧
港
東
側

９
時
45
分
～
９
時
55
分

黒
鳥
集
会
所

10
時
10
分
～
10
時
35
分

島
田

10
時
45
分
～
10
時
55
分

門
生
公
会
堂

接
種
方
法　

表
中
の
都
合

の
良
い
場
所
に
、
市
か
ら
郵

送
し
た
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

の
上
、
必
ず
イ
ヌ
を
制
御
で

き
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ

い
。

イ
ヌ
の
登
録　

未
登
録
の

イ
ヌ
は
、
会
場
で
登
録
が
で

き
ま
す
。

　
　
　

イ
ヌ
の
登
録　

一
年
一
回
は

　
　
注
射
だ
ワ
ン

地

庁

問

交
交

交交交
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■
広
瀬
地
域

期　

日

時　

間

場　

所

５
月９

日
㈫

９
時
20
分
～
９
時
30
分

柿
根
公
会
堂

９
時
40
分
～
９
時
50
分

菅
原

10
時
05
分
～
10
時
20
分

宇
波

10
時
35
分
～
10
時
45
分

下
布
部
消
防
車
庫
前

10
時
55
分
～
11
時
15
分

布
部

11
時
35
分
～
11
時
45
分

西
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

13
時
15
分
～
13
時
30
分

町
公
会
堂

13
時
40
分
～
13
時
55
分

比
田

14
時
05
分
～
14
時
15
分

梶
公
会
堂

14
時
25
分
～
14
時
35
分

滝
谷
自
治
会
館

14
時
45
分
～
15
時
00
分

永
田
公
会
堂

15
時
15
分
～
15
時
25
分

福
留
集
会
所

５
月11

日
㈭

13
時
40
分
～
13
時
55
分

下
山
佐

14
時
10
分
～
14
時
15
分

大
谷
紙
屋
谷
公
会
堂

14
時
25
分
～
14
時
30
分

常
願
寺
公
会
堂

14
時
45
分
～
15
時
05
分

山
佐

15
時
20
分
～
15
時
30
分

新
田
集
会
所

15
時
40
分
～
15
時
50
分

奥
田
原

５
月
21
日
㈰

９
時
30
分
～
10
時
30
分

広
瀬　

駐
車
場

■
伯
太
地
域

期　

日

時　

間

場　

所

５
月18

日
㈭

９
時
30
分
～
９
時
50
分    

安
田
関
公
会
堂

10
時
00
分
～
10
時
25
分

安
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
時
40
分
～
11
時
00
分

元
Ｊ
Ａ
井
尻
支
所

11
時
10
分
～
11
時
20
分

横
屋
公
民
館

11
時
30
分
～
11
時
40
分

峠
之
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

13
時
20
分
～
13
時
30
分

福
冨
集
会
所

13
時
45
分
～
13
時
50
分

久
根
公
民
館

14
時
05
分
～
14
時
15
分

矢
原
公
民
館

14
時
30
分
～
14
時
40
分

下
小
竹
中
央
公
民
館

14
時
55
分
～
15
時
05
分

赤
屋

15
時
15
分
～
15
時
25
分

下
十
年
畑
ふ
れ
あ
い
館

15
時
35
分
～
15
時
45
分

常
盤
公
民
館

５
月
21
日
㈰

11
時
00
分
～
12
時
00
分

伯
太　

駐
車
場

料
金
（
１
匹
当
た
り
）

▽
注
射
…
３
０
０
０
円
（
ワ
ク

チ
ン
代
２
４
５
０
円
、
注
射
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▽
登
録
…
３
０
０
０
円

そ
の
他　

・
動
物
病
院
で
も
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
市

外
で
受
け
た
場
合
は
、
環

（
貸
出
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
２

境
政
策
課
で
注
射
済
票
の
交

付
が
必
要
で
す
）　

・
イ
ヌ
が
死
亡
し
た
場
合
や
、

イ
ヌ
の
所
在
地
・
飼
い
主
を

変
更
し
た
場
合
は
、
環
境
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
０
９
８

煙
霧
消
毒
機
貸
出
受
付

　

煙
霧
消
毒
機
の
貸
出
し
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

貸
出
期
間　
５
月
６
日
㈯
～
10

月
31
日
㈫

受
付
開
始　
▽
窓
口
受
付
…
４

月
10
日
㈪
８
時
～　

▽
電
話
受

付
…
４
月
10
日
㈪
13
時
～

申
込
み
に
必
要
な
事
項

①
自
治
会
名
（
ま
た
は
個
人
名
）

②
希
望
日
（
午
前
・
午
後
の
別)

③
エ
ン
ジ
ン
式
・
電
気
式
の
別

④
使
用
台
数　

⑤
実
施
戸
数

そ
の
他　
▽
薬
剤
・
機
械
燃
料

は
申
込
者
で
準
備
を
お
願
い
し

ま
す　

▽
消
毒
機
の
貸
し
出
し

分
散
の
た
め
、
平
日
の
煙
霧
消

毒
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
煙
霧
消
毒
機
の
貸
し
出
し

は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
０
９
８

４
月20

日
㈭

11
時
05
分
～
11
時
20
分

吉
佐
公
民
館

13
時
20
分
～
13
時
40
分

福
井
町
公
会
堂

13
時
50
分
～
14
時
00
分

論
田
公
民
館

14
時
10
分
～
14
時
25
分

上
荒
島
公
会
堂

14
時
35
分
～
14
時
55
分

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
元
Ｊ
Ａ
荒
島
代
理
所
）

15
時
10
分
～
15
時
35
分

赤
江

４
月21

日
㈮

13
時
20
分
～
13
時
40
分

神
塚
公
会
堂

13
時
50
分
～
14
時
05
分

西
中
津
公
会
堂

14
時
15
分
～
14
時
45
分

飯
梨

４
月
22
日
㈯

・
23
日
㈰

９
時
30
分
～
11
時
00
分

市
役
所
安
来

（
中
庭
駐
車
場
）

申
問

申
問

問

庁

庁
交交

交

庁 交交交交交
交交
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古

く
な
る
と
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

取
り
替
え
の
目
安
は
10
年
。
本

体
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
製
造

年
」
を
確
認
し
、
定
期
的
な
作

動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
作
動
確
認
】

①
ボ
タ
ン
を
押
す
。
ま
た
は
、

ひ
も
を
引
い
て
作
動
確
認
を
し

ま
す
。

②
正
常
な
場
合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
た
は
警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

鳴
ら
な
い
場
合
は
、
「
電
池
切

れ
」
か
「
本
体
の
故
障
」
で
す
。

詳
し
く
は
取
扱
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
が
で
き
ま
す

　

帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
で
納

税
者
（
代
理
人
を
含
む
）
の
皆

さ
ん
が
、
市
内
の
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
の
確
認
が
で

き
、
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
比

較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈯
～
５

月
31
日
㈬
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課
（
安
来　

向
か
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
別
棟
）

持
ち
物　
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
）

●
平
成
29
年
度
固
定
資
産
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
平
成

29
年
度
固
定
資
産
の
課
税
内
容

を
記
載
し
た
、「
課
税
明
細
書
」

を
４
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課
（
固
定
資
産
税
）

　

℡
23-

３
０
５
１
（
家
屋
）

　

℡
23-

３
０
５
２
（
土
地
）

延
期
し
た
都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

　

島
根
県
と
安
来
市
で
は
、
松

江
圏
都
市
計
画
を
変
更
す
る
た

め
、
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
案
に
ご
意
見
が
あ
る

③
用
途
地
域

安
来
市
の
変
更
に
係
わ
る
区
域

安
来
町
の
一
部
（
加
茂
地
区
）

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

４
月
４
日
㈫
～
18
日
㈫

※
期
間
中
は
変
更
案
を
県
お
よ

び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
ま
す
。

縦
覧
場
所　
①
～
③
都
市
政
策

課
（
伯
太　

）、
①
・
②
島
根

県
都
市
計
画
課
（
県
庁
南　

）

　
　

島
根
県
都
市
計
画
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
６
９
９

・
都
市
政
策
課

　

℡
23-

３
３
２
０

　安来市広域生活バス（ イエローバス）　　　　　

車内広告の募集

　安来市広域生活バス（通称「イエローバス」）の

車内に、広告を掲載する事業者を募集します。

　広告概要

バスのタイプ Ａ（33人乗り） Ｂ（60人乗り）

台数 ２台 １台

掲載位置 車内片側窓上
   額面

車内両側窓上
   額面

枠数（１台当たり） ５枠 ８枠

広告枠の大きさ
の上限

縦 36.4cm ×横 51.5cm
※Ｂ３サイズ相当　　  

掲載方法
紙などで作成した広告を車内の
広告枠に差し込む（印刷物は広
告主が用意）

掲載期間 １カ月単位で最長 12 カ月

掲載料（１枠当たり） 月額1,000円（複数枠の申込可）

掲載位置
（タイプ A の一枠分）

　

℡
23-

３
２
２
２

人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書

を
安
来
市
、
ま
た
は
島
根
県
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類　

①
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針②
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と

市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
）

募集対象　市内に本 ・ 支店を

　　　　置く民間事業者。

　　　　※広告代理店も可。

申込方法　申込書に必要書類

　　　　を添え市民参画課安

　　　　来中央　） に提出。

　　　　※郵送可。

募集期間　４月３日㈪～４月28日㈮必着

　　　　　※募集枠数に達しない場合は、 募集期

　　　　　　間終了後も随時受け付けます。

　　市民参画課　℡２３-３０６９

　

予
防
課
℡
23-

３
４
２
６

※
平
成
18
年
６
月
か
ら
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

▲住宅用火災警報器

申問

庁

庁

庁

申
問

問

問

交

掲
載
箇
所
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所　
４
月
25
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　

▽
９
～
11
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）、

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限　
４
月
21
日
㈮

　
　

子
ど
も
未
来
課

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

試
験
日　
６
月
11
日
㈰

場
所　
松
江
市
ほ
か

受
付
期
間　
４
月
25
日
㈫
～
５

月
９
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

22
日
㈯
～
５
月
６
日
㈯
）

そ
の
他　
受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

　
　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
13
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
11
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
27
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
27
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
26
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当

日
朝
の
尿
。

※
人
数
に
よ
り
９
か
月
児
健
診

の
対
象
者
を
４
月
13
日
で
案
内

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

℡
23-

３
２
２
２

保　

健

栄
養
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
４
月
11
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　

▽
４
月
25
日
㈫
９
時
～
11

時
、

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０　

子育て支援センターをご利用ください
　子育て家庭の支援のため、　 内に親子の遊

び場「プレイルーム」を解放しています。ぜ

ひご利用ください。毎月

イベントも開催していま

す。

利用日時
　平日の８時30分～17時

４月のイベント（要予約）
　

●みんなおいでよ！パネルシアター
　楽しいパネルシアターを親子で楽しみましょう。

　日時　４月17日㈪10時30分～11時

●とこちゃんの部屋
　　～親子で絵本とわらべ歌を楽しもう～

 親子で絵本とわらべ歌を楽しみましょう。講師に

米子市で絵本屋とこちゃんをしておられる高橋素子

さんを迎え、絵本やわらべ歌を紹介してもらいます。

　日時　４月26日㈬10時30分～11時30分

　　　　子ども未来課　℡２３-３２２２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時　
４
月
19
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
28
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

申問

伯伯

交

健

健

健

健

健

健

申
問

申
問

申
問

問
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
主
催
の
教
室
な
ど

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
４
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド

２
０
１
３
初
級
コ
ー
ス
」

日
時　
４
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭

（
４
日
間
）
９
時
30
分
～
12
時

30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人
が

対
象
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
各
講
座
一
人
５
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

　
　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
23-

１
７
５
０

期
間　
12
月
１
日
～
平
成
30
年

２
月
27
日

※
原
則
、
土
日
祝
日
休
み

場
所　
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
個
人
負
担
）

そ
の
他　
▽
定
員
各
15
人　

▽

雇
用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当

な
ど
が
支
給　

▽
訓
練
受
講
給

付
金
も
対
応
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　

℡
22-

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

技
術
科　

▽
ビ
ル
管
理
サ
ー
ビ

ス
科

訓
練
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
11

月
27
日
㈪

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５

月
10
日
㈬

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　
４
月
６
日
㈭
・
20
日
㈭

・
５
月
９
日
㈫

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
30
分
～
12
時　

▽
人
権

施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス

テ
松
江

℡
０
８
５
２-

33

-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

　

▽
10
時
～
12
時　

▽
定
住
企
画

相　

談

講
座
・
教
室

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

今
年
度
も
再
就
職
に
向
け
た

職
業
訓
練
を
実
施
予
定
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
・
応

用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
認

定
資
格
取
得
が
目
標
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
区
分

①
介
護
Ｐ
Ｃ
実
践
科
（
筆
記
試

験
・
職
場
実
習
あ
り
）

期
間　
９
月
１
日
～
11
月
28
日

②
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
１

期
間　
６
月
１
日
～
８
月
29
日

③
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
２

　

℡
23-

１
７
５
０

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職

業
訓
練「
６
月
期
受
講
生
」

の
募
集

　

求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　
▽
実
践
機
械
加
工
科

（
企
業
実
習
付
）　

▽
電
気
設
備

各
種
定
期
相
談

　

日
程
は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
・

問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉

協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
市
民
相
談

室
℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　

▽
安
来
・
広
瀬
・
伯
太
会
場
…

９
時
～
12
時　

▽
市
民
相
談
室

課
℡
23-

３
０
５
９

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時
・
場
所　
４
月
15
日
㈯
13

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

の
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他　
▽
予
約
優
先　

▽
司

法
書
士
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
の
12
時
30
分
～
15
時
30
分

ま
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

申
問

申
問

申
問

申
問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2017 月号4

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

精
神
科
の
医
師
や
保
健
師
が

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
４
月
６
日
㈭
・

12
日
㈬
・
18
日
㈫
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

　
　

松
江
保
健
所

 
 

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

 

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
や
す
ぎ
３
月
号
に
掲
載

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
箇

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　
裏
表
紙
、
き
ら
り

光
る
地
域
、
ひ
ろ
せ
マ
タ
ギ
倶

楽
部
の
問
い
合
わ
せ
先
。

（
正
）
℡
＆　

32-

２
９
５
２

　

秘
書
課
℡
23ｰ

３
０
１
０

　
市
内
在
住
で
目
の
不
自

由
な
人
を
対
象
に
、
毎
月

20
日
発
行
の
「
広
報
や
す

ぎ
ど
げ
な
か
ね
」
と
、
年

４
回
発
行
の
「
市
議
会
だ

よ
り
」
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に

録
音
し
た「
声
の
広
報
」を
、

希
望
者
へ
無
料
で
配
布
し

ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
次
の
注
意
事
項

を
ご
確
認
の
う
え
、
電
話

な
ど
で
秘
書
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
！　
注
意
事
項　
！

●
開
始
時
期
は
現
在
未
定

で
す
。
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
広
報
や
す
ぎ
や
市
議
会

だ
よ
り
以
外
に
、
市
が
声

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た

方
が
良
い
と
判
断
し
た
場

合
は
、
そ
の
他
の
お
知
ら

せ
を
あ
わ
せ
て
配
布
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

声の広報を
届けます

音声で市の情報をキャッチ！

　
　
秘
書
課　
℡
23-

３
０
１
０

●
郵
送
先
の
住
所
を
変
更

し
た
り
、
利
用
を
や
め
た

り
す
る
場
合
な
ど
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ー
ジ
数
に
よ
っ
て
、

収
録
内
容
が
省
略
さ
れ
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。

●
Ｃ
Ｄ
返
却
は
不
要
で
す
。

●
製
作
は
外
部
団
体
に
委

託
し
、直
接
発
送
し
ま
す
。

申
問

申
問

問

山

課外授業

奥 の

たのしい

大自然に囲まれた山佐ダムで「女性を美しく」「子供たちが楽しめる」
をテーマにした催しを開催。心地良い春の一日を過ごしましょう。

日時

山佐ダムキャンプ場（雨天時は山佐交流センター）

山佐　　℡３５－０１２９

月4 16日（日）10:00－15:00
・出雲から米子までの飲食・雑貨・洋服など20組以上が出店
・ダンスやバンドなどが出演するステージイベント
・竹を使った子供体験遊具など

場所
内容

vol.5

交



ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
布
部
や
地
元

の
医
療
に
恩
返
し
が
し
た
い
。
地

元
の
人
に
喜
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

す
中
西
敏
雄
さ
ん
。
１
月
に
診
療

所
・
ド
ク
タ
ー
中
西
元
気
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
き
ま
し
た
。

　

布
部
出
身
で
、
現
在
東
京
在
住

の
中
西
さ
ん
は
、
布
部
地
区
金
原

の
実
家
に
２
階
建
の
診
療
所
を
建

て
、
月
に
８
日
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
診
療
所
で
は
、
子
ど
も
か

▼
旧
東
比
田
小
学
校
で
夢
授
業
を

取
材
。
チ
ョ
ー
ク
の
音
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
足
音
や
笑
い
声
が

校
舎
に
響
き
、
懐
か
し
い
光
景
に

建
物
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
一
方
、
秘
書
課
の
窓
か

ら
は
新
庁
舎
の
外
壁
が
見
え
る
よ

う
に
。
今
は
期
待
ば
か
り
が
詰

ま
っ
た
新
庁
舎
。
歴
史
を
刻
む
度

に
風
格
や
輝
き
が
増
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。（
山
）

▼
取
材
先
の
ハ
ウ
ス
で
採
れ
た
て

の
イ
チ
ゴ
を
頂
き
ま
し
た
。
口
中

に
広
が
る
濃
厚
な
甘
さ
は
、
ま
さ

に
「
神
っ
て
る
」。
そ
の
美
味
し

さ
に
思
わ
ず
笑
顔
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
し
か
も
数
粒
食
べ
た

だ
け
な
の
に
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
大
粒
で
甘
く
、
そ
し
て
食
べ

た
人
を
笑
顔
に
す
る
の
が
、
や
す

ぎ
の
い
ち
ご
の
特
徴
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。（
の
）

者
さ
ん
の
元
へ
出
向
き
ま
す
の

で
、
あ
ま
り
場
所
は
関
係
な
い
の

で
す
」
と
笑
う
中
西
さ
ん
。
開
院

時
間
外
は
、
医
療
施
設
が
な
い
布

部
や
宇
波
、比
田
な
ど
を
中
心
に
、

交
通
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
通
院

が
難
し
い
患
者
の
元
を
訪
れ
、
訪

問
診
療
や
往
診
を
行
い
ま
す
。
訪

問
の
際
は
、
最
新
型
の
超
音
波
診

断
装
置
を
持
ち
運
び
、
診
療
所
と

変
わ
ら
ぬ
診
察
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。

地
域
の
身
近
な
存
在
に

　

中
西
さ
ん
は
長
年
、
循
環
器
や

小
児
科
な
ど
の
専
門
医
師
と
し
て

東
京
女
子
医
科
大
学
で
教
授
を
務

め
、
日
本
医
療
の
最
先
端
を
け
ん

引
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
に

定
年
退
職
を
し
た
の
を
機
に
、
ふ

る
さ
と
へ
貢
献
し
た
い
と
診
療
所

の
開
院
を
計
画
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
開

院
後
も
同
大
学
特
任
教
授
、
国
際

細
胞
免
疫
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長

と
し
て
循
環
器
や
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

研
究
、
東
京
や
海
外
で
の
診
察
な

ど
多
忙
な
日
々
を
過
ご
す
中
、
ふ

る
さ
と
で
あ
る
布
部
に
月
２
回
滞

在
し
、
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
研
究
や
診
察
に
忙
し
く
、
今

の
生
活
に
休
み
は
一
日
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
生
活
を
送
る
こ
と

が
私
の
生
き
が
い
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で

あ
り
た
い
。
ぜ
ひ
気
軽
に
健
康
や

病
気
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●やすぎ観光ミカン園
開園　10 月上旬～ 11 月中旬
℡ 090‐4578‐8901

ドクター中西元気クリニック　
開院日　第２・第４金曜日とそれに
　　　　つづく土、日、月曜日
時　間　診察　８時～ 11 時 30 分
　　　　往診　12 時～ 16 時
　　　　診察　16 時～ 18 時
●問い合わせ　℡３６－０００９

ら
お
年
寄
り
ま

で
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
、
発

熱
・
風
邪
か

ら
、
日
々
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、

歩
き
方
ま
で
保

健
・
医
療
・
介

護
な
ど
全
般
を

診
察
し
ま
す
。

　
「
診
療
所
は

目
立
た
な
い
場

所
で
す
が
、
患

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H29.2.28現在

（男:19,077人　女:20,749人）
3 9 , 8 6 1 人

1 4 , 2 3 6 世 帯

平
成

29年
４

月
号

布部で診療所を開院
  中西敏雄さん（布部地区）

▼診療所での中西さん。


